
原
子
力
規
制
庁

原
子
力
事
業
者

③納入告知書の発行日から２０日以内※２に納付※２

※２：期限日が土、日、祝日で休日の場合、前倒した一番近い平日が実際の期限日。
納付は、日本銀行本店、支店、代理店、歳入代理店（全国の銀行、信用金庫の
本店又は支店、郵便局）にて出来ます。

（注意）納付期限内に完納されなかった時は、納付の期限の翌日から延滞金の利率

（年３％）発生し、督促されます。

①当該年度始めに、当該年度の検査計画を公表※１

②手数料に係る納入告知書を概ね５月後半以降に郵送

原子力規制検査手数料の納付の流れ

※１：令和２年度は、３月下旬を目途に検査計画を公表。手数料の納付金額をメールにて、
担当者に連絡。
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原
子
力
規
制
庁

使
用
者
（非該
当者）

④納入告知書の発行日から２０日以内※３に納付※３

①当該年度始めに、当該年度の検査計画を公表※２
※２：令和２年度に定期（１０年毎）に原子力規制検査を行う非該当使用者は、令和２年

３月下旬を目途に検査計画を公表。

②検査の遅くとも３～４週間前までに文書（メール）等により、
実施日、検査項目、手数料納付等を連絡

③手数料に係る納入告知書を概ね３週間前に郵送

原子力規制検査手数料の納付の流れ（非該当者）※１
※１：核燃料物質使用者のうち政令第４１条に掲げる量を取り扱わない使用者及び核原料物質使用者

※：期限日が土、日、祝日で休日の場合、前倒した一番近い平日が実際の期限日。
納付は、日本銀行本店、支店、代理店、歳入代理店（全国の銀行、信用金庫の
本店又は支店、郵便局）にて出来ます。

（注意）納付期限内に完納されなかった時は、納付の期限の翌日から延滞金の利率

（年３％）発生し、督促されます。
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別
表
（
第
七
条
関
係
）

番
号

区

分

金

額

一

製
錬
施
設

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質

の
取
扱
い
を
開
始
し
な
い
も
の

三
万
三
千
三
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質

等
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
（
法
第

十
二
条
の
六
第
二
項
の
認
可
を
受

け
た
も
の
を
除
く
。）

百
十
七
万
五
千
円

法
第
十
二
条
の
六
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の

十
四
万
九
千
二
百
円

二

加
工
施
設

（
一
）
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

若
し
く
は
そ
の
化
合

物
又
は
こ
れ
ら
の
物

質
の
一
若
し
く
は
二

以
上
を
含
む
物
質
の

い
ず
れ
か
の
物
質
の

取
扱
い
を
行
う
も
の

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質

の
取
扱
い
を
開
始
し
な
い
も
の

十
一
万
六
千
七
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質

等
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
（
法
第

二
十
二
条
の
八
第
二
項
の
認
可
を

受
け
た
も
の
を
除
く
。）

三
百
九
十
九
万
五
千
八
百
円

法
第
二
十
二
条
の
八
第
二
項
の
認

可
を
受
け
た
も
の

四
十
万
五
千
六
百
円

（
二
）
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

及
び
そ
の
化
合
物
並

び
に
こ
れ
ら
の
物
質

の
一
又
は
二
以
上
を

含
む
物
質
の
い
ず
れ

も
取
扱
い
を
行
わ
な

い
も
の

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質

の
取
扱
い
を
開
始
し
な
い
も
の

八
万
三
千
三
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質

等
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
（
法
第

二
十
二
条
の
八
第
二
項
の
認
可
を

受
け
た
も
の
を
除
く
。）

二
百
八
十
六
万
二
千
七
百
円

法
第
二
十
二
条
の
八
第
二
項
の
認

可
を
受
け
た
も
の

三
十
二
万
二
千
二
百
円

三

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設

（
一
）
熱
出
力
が
五
百

キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の

試
験
研
究
用
等
原
子

炉
に
係
る
も
の

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質

の
取
扱
い
を
開
始
し
な
い
も
の

原
子
炉
一
基
に
つ
き

一
万
六
千
七
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質

等
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
（
法
第

四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
の
認

可
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。）

原
子
炉
一
基
に
つ
き

六
十
二
万
二
千
百
円

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項

の
認
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ

て
、
全
て
の
核
燃
料
物
質
を
工
場

又
は
事
業
所（
原
子
力
船
を
含
む
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）か

ら
搬
出
し
て
い
な
い
も
の

原
子
炉
一
基
に
つ
き

三
十
二
万
三
千
円

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項

の
認
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ

て
、
全
て
の
核
燃
料
物
質
を
工
場

又
は
事
業
所
か
ら
搬
出
し
た
も
の

原
子
炉
一
基
に
つ
き

十
万
七
千
七
百
円

（
二
）
熱
出
力
が
五
百

キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の

試
験
研
究
用
等
原
子

炉
（
試
験
研
究
の
用

に
供
す
る
原
子
炉
等

の
位
置
、
構
造
及
び

設
備
の
基
準
に
関
す

る
規
則
（
平
成
二
十

五
年
原
子
力
規
制
委

員
会
規
則
第
二
十
一

号
）
第
四
十
条
及
び

第
五
十
三
条
（
同
規

則
第
六
十
一
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）に
規
定
す

る
措
置
を
講
ず
る
必

要
が
な
い
も
の
に
限

る
。）に
係
る
も
の

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質

の
取
扱
い
を
開
始
し
な
い
も
の

原
子
炉
一
基
に
つ
き

三
万
三
千
五
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質

等
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
（
法
第

四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
の
認

可
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。）

原
子
炉
一
基
に
つ
き

百
十
七
万
八
千
三
百
円

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項

の
認
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ

て
、
全
て
の
核
燃
料
物
質
を
試
験

研
究
用
等
原
子
炉
の
炉
心
か
ら
取

り
出
し
て
い
な
い
も
の

原
子
炉
一
基
に
つ
き

百
十
七
万
八
千
三
百
円

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項

の
認
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ

て
、
全
て
の
核
燃
料
物
質
を
試
験

研
究
用
等
原
子
炉
の
炉
心
か
ら
取

り
出
し
た
も
の
（
全
て
の
核
燃
料

物
質
を
工
場
又
は
事
業
所
か
ら
搬

出
し
た
も
の
を
除
く
。）

原
子
炉
一
基
に
つ
き

六
十
二
万
二
千
百
円

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項

の
認
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ

て
、
全
て
の
核
燃
料
物
質
を
工
場

又
は
事
業
所
か
ら
搬
出
し
た
も
の

原
子
炉
一
基
に
つ
き

十
四
万
九
千
五
百
円

（
三
）
熱
出
力
が
五
百

キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の

試
験
研
究
用
等
原
子

炉
（
試
験
研
究
の
用

に
供
す
る
原
子
炉
等

の
位
置
、
構
造
及
び

設
備
の
基
準
に
関
す

る
規
則
第
四
十
条
及

び
第
五
十
三
条
（
同

規
則
第
六
十
一
条
に

お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）に
規
定

す
る
措
置
を
講
ず
る

必
要
が
あ
る
も
の
に

限
る
。）に
係
る
も
の

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質

の
取
扱
い
を
開
始
し
な
い
も
の

原
子
炉
一
基
に
つ
き

八
万
三
千
七
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質

等
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
（
法
第

四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
の
認

可
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。）

原
子
炉
一
基
に
つ
き

二
百
八
十
七
万
九
百
円

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項

の
認
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ

て
、
全
て
の
核
燃
料
物
質
を
試
験

研
究
用
等
原
子
炉
の
炉
心
か
ら
取

り
出
し
て
い
な
い
も
の

原
子
炉
一
基
に
つ
き

二
百
八
十
七
万
九
百
円

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項

の
認
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ

て
、
全
て
の
核
燃
料
物
質
を
試
験

研
究
用
等
原
子
炉
の
炉
心
か
ら
取

り
出
し
た
も
の
（
全
て
の
核
燃
料

物
質
を
工
場
又
は
事
業
所
か
ら
搬

出
し
た
も
の
を
除
く
。）

原
子
炉
一
基
に
つ
き

百
五
十
七
万
六
千
百
円

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項

の
認
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ

て
、
全
て
の
核
燃
料
物
質
を
工
場

又
は
事
業
所
か
ら
搬
出
し
た
も
の

原
子
炉
一
基
に
つ
き

三
十
二
万
三
千
円

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



四

発
電
用
原
子
炉
施
設

（
一
）
研
究
開
発
段
階

発
電
用
原
子
炉
に
係

る
も
の

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質

の
取
扱
い
を
開
始
し
な
い
も
の

原
子
炉
一
基
に
つ
き

十
六
万
九
千
五
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質

等
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
（
法
第

四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第
二
項

の
認
可
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。）

原
子
炉
一
基
に
つ
き

五
百
六
十
八
万
三
千
五
百
円

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第

二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
で

あ
っ
て
、
全
て
の
核
燃
料
物
質
を

研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
の

炉
心
か
ら
取
り
出
し
て
い
な
い
も

の

原
子
炉
一
基
に
つ
き

三
百
九
十
九
万
五
千
八
百
円

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第

二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
で

あ
っ
て
、
全
て
の
核
燃
料
物
質
を

研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
の

炉
心
か
ら
取
り
出
し
た
も
の
（
全

て
の
核
燃
料
物
質
を
工
場
又
は
事

業
所
か
ら
搬
出
し
た
も
の
を
除

く
。）

原
子
炉
一
基
に
つ
き

百
九
十
八
万
五
千
九
百
円

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第

二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
で

あ
っ
て
、
全
て
の
核
燃
料
物
質
を

工
場
又
は
事
業
所
か
ら
搬
出
し
た

も
の

原
子
炉
一
基
に
つ
き

四
十
万
五
千
六
百
円

（
二
）
発
電
用
原
子
炉

（
研
究
開
発
段
階
発

電
用
原
子
炉
を
除

く
。）に
係
る
も
の

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質

の
取
扱
い
を
開
始
し
な
い
も
の

原
子
炉
一
基
に
つ
き

十
六
万
九
千
五
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質

等
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
（
法
第

四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第
二
項

の
認
可
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。）

原
子
炉
一
基
に
つ
き

五
百
六
十
八
万
三
千
五
百
円

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第

二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
で

あ
っ
て
、
全
て
の
核
燃
料
物
質
を

工
場
又
は
事
業
所
か
ら
搬
出
し
て

い
な
い
も
の

原
子
炉
一
基
に
つ
き

百
九
十
八
万
五
千
九
百
円

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第

二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
で

あ
っ
て
、
全
て
の
核
燃
料
物
質
を

工
場
又
は
事
業
所
か
ら
搬
出
し
た

も
の

原
子
炉
一
基
に
つ
き

四
十
万
五
千
六
百
円

五

使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設

そ
の
年
度
に
お
い
て
使
用
済
燃
料

の
取
扱
い
を
開
始
し
な
い
も
の

一
万
六
千
七
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て
使
用
済
燃
料

又
は
使
用
済
燃
料
に
よ
っ
て
汚
染

さ
れ
た
物
の
取
扱
い
を
行
う
も
の

（
法
第
四
十
三
条
の
二
十
七
第
二

項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
を
除

く
。）

六
十
二
万
四
百
円

法
第
四
十
三
条
の
二
十
七
第
二
項

の
認
可
を
受
け
た
も
の

十
万
七
千
五
百
円

六

再
処
理
施
設

そ
の
年
度
に
お
い
て
使
用
済
燃
料

の
取
扱
い
を
開
始
し
な
い
も
の

十
六
万
九
千
五
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て
使
用
済
燃

料
、
使
用
済
燃
料
か
ら
分
離
さ
れ

た
物
又
は
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
汚
染

さ
れ
た
物
の
取
扱
い
を
行
う
も
の

（
法
第
五
十
条
の
五
第
二
項
の
認

可
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。）

五
百
六
十
八
万
三
千
五
百
円

法
第
五
十
条
の
五
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
法
第

五
十
条
の
四
の
三
第
一
項
に
規
定

す
る
廃
止
措
置
の
う
ち
使
用
済
燃

料
を
溶
解
し
た
液
体
か
ら
核
燃
料

物
質
そ
の
他
の
有
用
物
質
を
分
離

し
た
残
り
の
液
体
（
そ
の
放
射
能

が
三
・
七
テ
ラ
ベ
ク
レ
ル
以
上
の

も
の
に
限
る
。）を
ガ
ラ
ス
に
よ
り

容
器
に
固
型
化
す
る
処
理
を
終
了

し
て
い
な
い
も
の

五
百
六
十
八
万
三
千
五
百
円

法
第
五
十
条
の
五
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
法
第

五
十
条
の
四
の
三
第
一
項
に
規
定

す
る
廃
止
措
置
の
う
ち
使
用
済
燃

料
を
溶
解
し
た
液
体
か
ら
核
燃
料

物
質
そ
の
他
の
有
用
物
質
を
分
離

し
た
残
り
の
液
体
（
そ
の
放
射
能

が
三
・
七
テ
ラ
ベ
ク
レ
ル
以
上
の

も
の
に
限
る
。）を
ガ
ラ
ス
に
よ
り

容
器
に
固
型
化
す
る
処
理
を
終
了

し
た
も
の

六
十
二
万
四
百
円

七

廃
棄
物
埋
設
施
設

（
一
）
閉
鎖
措
置
を
講

ず
る
必
要
が
あ
る
も

の

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質

等
の
取
扱
い
を
開
始
し
な
い
も
の

一
万
六
千
七
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質

等
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
（
法
第

五
十
一
条
の
六
第
一
項
の
確
認

（
廃
棄
物
埋
設
地
の
埋
戻
し
に
係

る
も
の
に
限
る
。）を
受
け
た
も
の

を
除
く
。）

六
十
二
万
四
百
円

法
第
五
十
一
条
の
六
第
一
項
の
確

認
（
廃
棄
物
埋
設
地
の
埋
戻
し
に

係
る
も
の
に
限
る
。）を
受
け
た
も

の

十
万
七
千
五
百
円

（
二
）
閉
鎖
措
置
を
講

ず
る
必
要
が
な
い
も

の

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質

等
の
取
扱
い
を
開
始
し
な
い
も
の

八
千
三
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質

等
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
（
法
第

五
十
一
条
の
六
第
一
項
の
確
認

（
廃
棄
物
埋
設
地
の
表
面
を
土
砂

等
で
覆
う
措
置
に
係
る
も
の
に
限

る
。）を
受
け
た
も
の
を
除
く
。）

三
十
二
万
二
千
二
百
円

法
第
五
十
一
条
の
六
第
一
項
の
確

認
（
廃
棄
物
埋
設
地
の
表
面
を
土

砂
等
で
覆
う
措
置
に
係
る
も
の
に

限
る
。）を
受
け
た
も
の

八
万
八
千
百
円
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八

廃
棄
物
管
理
施
設

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質

等
の
取
扱
い
を
開
始
し
な
い
も
の

一
万
六
千
七
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質

等
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
（
法
第

五
十
一
条
の
二
十
五
第
二
項
の
認

可
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。）

六
十
二
万
四
百
円

法
第
五
十
一
条
の
二
十
五
第
二
項

の
認
可
を
受
け
た
も
の

十
万
七
千
五
百
円

九

使
用
施
設
等

（
一
）
令
第
四
十
一
条

各
号
に
掲
げ
る
核
燃

料
物
質
及
び
防
護
対

象
特
定
核
燃
料
物
質

の
い
ず
れ
も
取
扱
い

を
行
う
も
の

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質

等
の
取
扱
い
を
開
始
し
な
い
も
の

八
千
四
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質

等
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
（
法
第

五
十
七
条
の
五
第
二
項
の
認
可
を

受
け
た
も
の
を
除
く
。）

三
十
二
万
三
千
円

法
第
五
十
七
条
の
五
第
二
項
の
認

可
を
受
け
た
も
の

八
万
八
千
二
百
円

（
二
）
令
第
四
十
一
条

各
号
に
掲
げ
る
核
燃

料
物
質
の
取
扱
い
を

行
う
も
の（（
一
）
に

該
当
す
る
も
の
を
除

く
。）

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質

等
の
取
扱
い
を
開
始
し
な
い
も
の

五
千
六
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質

等
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
（
法
第

五
十
七
条
の
五
第
二
項
の
認
可
を

受
け
た
も
の
を
除
く
。）

二
十
七
万
三
千
九
百
円

法
第
五
十
七
条
の
五
第
二
項
の
認

可
を
受
け
た
も
の

八
万
五
千
四
百
円

（
三
）
防
護
対
象
特
定

核
燃
料
物
質
の
取
扱

い
を
行
う
も
の

（（
一
）
に
該
当
す

る
も
の
を
除
く
。）

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質

等
の
取
扱
い
を
開
始
し
な
い
も
の

二
千
八
百
円
（
第
三
条
第
一
項

た
だ
し
書
に
規
定
す
る
検
査
を

受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、

こ
れ
に
（
四
）
に
規
定
す
る
額

を
加
算
し
た
額
）

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質

等
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
（
法
第

五
十
七
条
の
五
第
二
項
の
認
可
を

受
け
た
も
の
を
除
く
。）

二
万
五
千
百
円
（
第
三
条
第
一

項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
検
査

を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に

は
、
こ
れ
に
（
四
）
に
規
定
す

る
額
を
加
算
し
た
額
）

法
第
五
十
七
条
の
五
第
二
項
の
認

可
を
受
け
た
も
の

二
千
八
百
円
（
第
三
条
第
一
項

た
だ
し
書
に
規
定
す
る
検
査
を

受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、

こ
れ
に
（
四
）
に
規
定
す
る
額

を
加
算
し
た
額
）

（
四
）（
一
）
か
ら
（
三
）
ま
で
に
該
当
し
な
い
も
の

八
千
四
百
円

十

核
原
料
物
質
の
使
用
に
係
る
施
設

八
千
四
百
円

別
記
様
式
第
１
（
第
６
条
関
係
）

備
考
こ
の
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
産
業
規
格
Ａ
６
と
す
る
。

（
表

面
）

第
号

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
61条
の
２
の
２
第
４
項
の
規
定
に
よ
る

身
分

証
明

書

職
名
及
び
氏
名

年
月

日
生

年
月

日
交
付

原
子
力
規
制
委
員
会

印

写真

押
出

ス
タ
ン
プ

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報


